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1.  背景 

 

立川市のコミュニティバス（くるりんバス）は、平成 14 年に運行開始、平成 17 年に西ル

ートの新設と既存ルートの一部変更、平成 24 年に西西ルートと西東ルートの新設等を行い、

運行開始から約 13 年が経過している。 

その間に、立川基地跡地のまちづくり等に伴う路線バス網の変化や、少子化、高齢化の進

行等の社会経済情勢の変化など、外部環境が変化しており、コミュニティバス（くるりんバ

ス）においても、これらの変化に対応した運行ルート等の見直しが必要となっている。 

そこで、立川市では地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議する

ために、公募による市民、利用者の代表者、交通事業者、運輸局、立川警察署、学識経験者

等によって構成される「立川市地域公共交通会議」を設置した。 

コミュニティバス（くるりんバス）の再編については、「立川市地域公共交通会議」にお

いて、平成 26 年 7 月から平成 28 年 2 月まで 12 回（うち書面会議 2 回）開催し、コミュニ

ティバス（くるりんバス）の課題や運行コンセプト、運行ルート、運行サービス水準、運行

継続基準等について検討を行った。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2
. 

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
バ

ス
（
く

る
り

ん
バ

ス
）
の

現
状

 

現
在

の
路

線
バ

ス
お

よ
び

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス
（

く
る

り
ん

バ
ス

）
の

主
な

現
状

に
つ

い
て

、
現

状
整

理
や

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
（

平
成

2
5
年

1
0
月

実
施

）
、

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

（
平

成
2
5
年

1
2
月

実
施

）
等

よ
り

、
運

行
・

運
営

実
態

、
な

ら
び

に
利

用
状

況
、

市
民

・

利
用

者
の

意
向

に
つ

い
て

、
以

下
の

よ
う

に
ま

と
め

ら
れ

る
。
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運
行

・
運

営
実

態
 

路 線 バ ス

 

く る り ん バ ス

 

�
 立

川
駅

を
起

終
点

と
す

る
路

線
が

大
半

で
駅

北
側

の

南
北

路
線

が
特

に
多

い
。

 

�
 西

砂
町
・
一

番
町

地
区

は
昭

島
駅

の
路

線
バ

ス
の

方
が

多
く

、
栄

町
・
若

葉
町

地
区

の
市

境
付

近
は

国
立

駅
の

路
線

バ
ス

の
方

が
多

く
運

行
し

て
い

る
。

 

�
 「

立
川

駅
以

外
の

鉄
道

駅
、
モ

ノ
レ

ー
ル

駅
へ

の
ア

ク

セ
ス

」
、
「

日
常

生
活

に
お

け
る

身
近

な
足

」
と

し
て

の
役

割
を

担
う

た
め

に
、
平

成
1
4
年

1
2
月

に
運

行
を

開
始

し
、
こ

れ
ま

で
３

回
、
路

線
再

編
・
拡

大
し

て
い

る
。

 

�
 運

賃
は

大
人

・
子

ど
も

と
も

に
1
0
0
円

共
通

で
あ

り
、

路
線

バ
ス

の
最

低
運

賃
大

人
1
8
0
円

に
比

べ
て

安
い

。
 

�
 運

行
間

隔
は

5
5
分

～
1
1
0
分

と
長

く
、

覚
え

や
す

い

「
ラ

ウ
ン

ド
ダ

イ
ヤ
（

毎
時

間
同

じ
時

刻
（

毎
時

同
分

）

に
バ

ス
が

来
る

ダ
イ

ヤ
）

」
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

 

�
 運

行
ル

ー
ト

の
多

く
は

、
路

線
バ

ス
の

運
行

ル
ー

ト
と

競
合

し
て

い
る

。
 

�
 利

用
者

数
は

運
行

ル
ー

ト
の

拡
大

に
よ

っ
て

増
加

し

て
い

る
が

、
合

わ
せ

て
運

行
経

費
も

増
加

し
、
市

の
補

助
金

も
増

加
傾

向
と

な
っ

て
い

る
。

 

�
 利

用
者

一
人

当
た

り
の

経
費

は
3
0
0
円

で
、
運

賃
収

入

を
差

し
引

く
と

2
0
0
円

が
市

か
ら

の
補

助
金

と
な

っ

て
お

り
、

財
政

規
模

が
類

似
す

る
他

市
と

比
較

し
て

も
、

採
算

性
が

悪
い

状
況

で
あ

る
。

 

利
用

状
況

 

�
 バ

ス
利

用
者

数
は

H
2
0
年

の
ピ

ー
ク

時
か

ら
約

2
割

減
少

し
て

お
り

、
特

に

立
川

バ
ス

の
駅

と
団

地
を

結
ぶ

比
較

的
短

い
路

線
の

減
少

が
顕

著
で

あ
る

。
 

�
 市

は
H
2
7
年

か
ら

人
口

減
少

期
に

入
り

、
今

後
、

益
々

、
公

共
交

通
利

用
者

の
減

少
が

危
惧

さ
れ

る
。

 

�
 利

用
し

た
こ

と
の

あ
る

市
民

は
半

数
以

下
の

4
6
％

に
止

ま
っ

て
い

る
。
 

�
 く

る
り

ん
バ

ス
を

主
に

利
用

し
て

い
る

の
は

路
線

バ
ス

の
運

行
が

少

な
い

、
錦

町
、
砂

川
町

、
上

砂
町

、
西

砂
町

と
な

っ
て

お
り

、
路

線
バ

ス
を

一
部

補
完

し
て

い
る

。
 

�
 利

用
が

多
い

の
は

女
性
（

7
4
％

）
の

高
齢

者
（

4
4
％

）
で

、
専

業
主

婦
・

主
夫

（
3
2
％

）
が

多
い

。
 

�
 利

用
者

の
中

で
週

一
日

以
上

利
用

す
る

人
が

6
8
％

と
な

っ
て

お
り

、

高
齢

者
に

な
る

ほ
ど

利
用

頻
度

が
高

い
傾

向
で

あ
る

。
 

�
 利

用
者

の
目

的
は

買
い

物
が

最
も

多
く

3
4
％

を
占

め
て

い
る

が
、

次

い
で

通
勤

・
通

学
が

2
6
％

を
占

め
、

通
院

や
公

共
施

設
ア

ク
セ

ス
は

各
7
％

に
止

ま
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

年
齢

が
高

く
な

る
ほ

ど
通

勤
・

通
学

が
減

り
、
買

い
物

や
娯

楽
、
公

共
施

設
、
通

院
の

割
合

が
高

ま
る

。
 

�
 土

休
日

に
比

べ
て

平
日

の
方

が
高

齢
者

（
6
5
歳

以
上

）
の

割
合

が

1
0
％

以
上

多
く

、
平

日
の

高
齢

者
の

足
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。
 

�
 平

日
・

土
休

日
と

も
に

利
用

距
離

が
長

い
区

間
の

利
用

者
数

が
多

い
。

（
女

性
セ

ン
タ

ー
⇔

武
蔵

砂
川

駅
、

昭
島

駅
⇔

松
中

団
地

等
）
 

市
民

・
利

用
者

の
意

向
 

�
 「

終
発

の
時

間
」

「
バ

ス
停

環
境

」
「

運
行

情
報

の
わ

か
り

や
す

さ
」

に
関

し
て

、

満
足

度
が

低
く

重
要

度
が

高
い

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
改

善
を

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

�
 く

る
り

ん
バ

ス
の

必
要

性
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

は
「

現
在

必
要

」
の

割
合

が
8
4
％

と
高

い
の

に
対

し
て

、
非

利
用

者
は

、
「

将
来

必
要

」
が

7
3
％

と
最

も
高

く
「

現
状

は
不

要
で

あ
る

が
将

来
は

必
要

」
と

い
う

意
向

が
多

い
。

 

�
 利

用
者

が
少

な
い

路
線

に
つ

い
て

、
利

用
者

は
「

路
線

の
縮

小
・

廃
止

は
や

む
を

得

な
い

」
の

割
合

が
2
3
％

に
対

し
て

、
非

利
用

者
は

4
6
％

と
２

倍
と

な
っ

て
お

り
、
効

率
化

を
求

め
て

い
る

。
 

�
 運
賃
（
1
0
0
円
や

回
数

券
）
は
、
満
足
度
が
高
く
重
要
度
が
低
い
が
、
ダ
イ
ヤ
（

終

発
、

平
日

の
運

行
本

数
）

に
関

し
て

満
足

度
が

低
く

重
要

度
が

高
い

こ
と

か
ら

、
ダ

イ
ヤ

の
改

善
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

�
 利

用
す

る
理

由
は

、
「

運
賃

が
安

い
か

ら
」
が

最
も

多
い

が
、
高

齢
者

に
な

る
と
「

自

宅
か

ら
バ

ス
停

が
近

い
か

ら
」

「
目

的
地

に
直

接
行

け
る

か
ら

」
と

い
う

ル
ー

ト
設

定
の

理
由

が
多

く
な

る
。

 

�
 公

共
交

通
で

の
移

動
が

困
難

な
地

域
・

施
設

が
あ

る
と

回
答

し
た

割
合

は
半

数
以

下

の
4
1
％

で
あ

り
、
そ

の
目

的
は

、
公

共
施

設
利

用
が

2
2
％

、
次

い
で

買
い

物
が

2
1
％

と
な

っ
て

い
る

。
特

に
高

齢
者

は
公

共
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
要

望
が

多
い

。
 

�
 立

川
市

役
所

、
立

川
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

【
共

通
】

 

�
 昭

島
駅

、
西

武
立

川
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

【
西

砂
・

一
番

】
 

�
 東

西
方

向
の

運
行

、
モ

ノ
レ

ー
ル

接
続

【
上

砂
・

砂
川

】
 

�
 立

川
駅

・
立

川
駅

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

【
若

葉
・

曙
町

】
 

�
 路

線
バ

ス
の

通
っ

て
い

な
い

エ
リ

ア
 

【
曙

町
・

栄
町

】
 

�
 立

川
駅

南
側

で
の

東
西

方
向

ア
ク

セ
ス

【
南

地
域

】
 

�
 他

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
や

路
線

バ
ス

 

の
多

い
バ

ス
停

と
の

接
続

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【

南
地

域
・

一
番

町
】

 

�
 運

賃
は

今
と

同
じ

1
0
0
円

が
良

い
 

 
【

中
央

、
北

部
中

】
 

�
 利

便
性

が
高

け
れ

ば
値

上
げ

も
可

 
 

【
南

、
北

部
西

、
北

部
中

、
北

部
東

】
 

�
 3
0
分

間
隔

の
ダ

イ
ヤ

が
良

い
 

 
 

 
【

中
央

、
北

部
東

】
 

�
 1

時
間

1
本

の
ラ

ウ
ン

ド
ダ

イ
ヤ

が
良

い
【

南
、

北
部

東
】

 



 

■現状の現状の現状の現状の交通不便地域図交通不便地域図交通不便地域図交通不便地域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※バス路線については、現在のくるりんバスを除いた一般の路線バスのみを勘案 

 

 

他市の事例等を参考に、以下のように交通不便地域を設定している。 

 

 

 

 

 

■立川市の交通不便地域の基本的な考え方 

以下の①、②の両方を満足しない地域 

①バス停・鉄道駅・モノレール駅からの距離 300ｍ以内 

②バスの運行本数 1 時間に 1 方向 1 本程度以上（1 日 34 本以上） 

西西ルート

西東ルート

北ルート

南ルート



 

 

◆設定の根拠 

＜バス停・鉄道駅・モノレール駅からの距離【＜バス停・鉄道駅・モノレール駅からの距離【＜バス停・鉄道駅・モノレール駅からの距離【＜バス停・鉄道駅・モノレール駅からの距離【300300300300ｍｍｍｍ】＞】＞】＞】＞    

○今回のコミュニティバス（くるりんバス）再編計画における交通不便地域の設定にあたっ

ては、移動手段としての利便性の観点から、交通手段交通手段交通手段交通手段によるによるによるによる違違違違いをいをいをいを設設設設けずけずけずけず路線路線路線路線バスバスバスバス、、、、鉄道鉄道鉄道鉄道

駅駅駅駅、、、、モノレールモノレールモノレールモノレール駅駅駅駅ともにともにともにともに一律一律一律一律のののの距離圏域距離圏域距離圏域距離圏域とする。 

○平成平成平成平成 14141414 年度年度年度年度のコミュニティバスのコミュニティバスのコミュニティバスのコミュニティバス導入検討時導入検討時導入検討時導入検討時はははは、、、、バスバスバスバス停停停停からのからのからのからの距離距離距離距離をををを 300m300m300m300m として設定して

いる。また、バスサービスハンドブックにおいてもバスサービスハンドブックにおいてもバスサービスハンドブックにおいてもバスサービスハンドブックにおいても 90909090％％％％のののの方方方方がががが抵抗感抵抗感抵抗感抵抗感なくなくなくなく無理無理無理無理なくなくなくなく歩歩歩歩けるけるけるける

距離距離距離距離をををを 300m300m300m300m 圏域圏域圏域圏域としている。 

○東京都内において交通不便地域を設定している市市市市部部部部ではではではでは、、、、そのそのそのその多多多多くがバスくがバスくがバスくがバス停停停停からのからのからのからの距離距離距離距離をををを

300m300m300m300m とととと設定設定設定設定しており、立川市においても同程度の水準を指標とする。 

    

＜バス運行本数【１日＜バス運行本数【１日＜バス運行本数【１日＜バス運行本数【１日 34343434 本】＞本】＞本】＞本】＞    

○平成 14 年度の導入検討の際は運行本数 100 本/日未満（概ね 20 分に 1 本）を交通不便地

域としていたが、近年、コミュニティバスの運行基準を策定している自治体自治体自治体自治体のののの多多多多くがくがくがくが、、、、最最最最

低限低限低限低限のののの移動手段移動手段移動手段移動手段のののの確保確保確保確保のののの観点観点観点観点からからからから、、、、運行間隔運行間隔運行間隔運行間隔のサービスのサービスのサービスのサービス水準水準水準水準をををを 1111 時間時間時間時間にににに 1111 本以上本以上本以上本以上としてお

り、立川市においても同程度の水準を目標とする。 

○立川市内のバスの運行状況をみると、6～22 時台の概ね 17 時間での運行が全体の 96.5％

を占めており、1 日あたりの運行本数では、１時間に１本程度運行とすると、片道本数片道本数片道本数片道本数でででで

17171717 本本本本////日日日日、、、、往復往復往復往復でででで 34343434 本本本本////日日日日となる。 



 

 

 



 

 

3.  コミュニティバス（くるりんバス）の再編に関する運行コンセプト 

コミュニティバス（くるりんバス）の現状を踏まえた課題、今後の検討の視点を勘案した

上で、コミュニティバス（くるりんバス）の再編に関する運行コンセプトとして、４つの方

針を定めた。 

 

 

 

 

運
行
ル
ー
ト 

コミュニティバス（くるりんバス）の 

今後の検討の視点 

そ
の
他 

例）・交通不便地域の解消 

・公共施設、病院、商業施設等へ

のアクセス 

②路線バスとの競合を避け、鉄軌道駅

等の既存公共交通と有機的に連携 

コミュニティバス（くるりんバス）の課題 

例）・路線バスと競合しているルー

トの見直し 

・立川駅以外の鉄道駅やモノレ

ール駅、路線バスの比較的運

行本数の多いバス停、他市の

コミュニティバスとの接続な

ど、既存の公共交通を生かす 

③利用しやすい運行ダイヤの導入 

例）・ラウンドダイヤの導入 

・平日と土休日ダイヤの区分 

⇒路線バスとの役割分担の明確化 

⇒ルートの見直しが必要 

②交通不便地域・生活密着施設へのアク

セス 

⇒交通不便地域へアクセスする路線と

して見直しが必要 

⇒高齢者等の訪れる施設へアクセスす

る路線として見直しが必要 

⇒利用しやすい運行ダイヤにすること

が必要 

⇒財政負担も考慮した運行ダイヤに

することが必要 

④運行経費（補助額等）の抑制（現状

を最大とする） 

⑤財政負担の軽減 

例）・運賃の見直し（路線バス並み等

を基本とするなど） 

・現在のくるりんバス車両５台の

有効活用 

・利用 PR の促進 

運
行
ル
ー
ト 

⑤PDCA サイクルによる運行ルート等の

継続的な改善 

そ
の
他 

⇒路線バスとの競合性に考慮した運

賃とすることが必要 

⇒財政負担も考慮した運賃とするこ

とが必要 

例）・再編後の利用状況、利用者ニー

ズ等を踏まえ運行ルート等の

柔軟な見直し 

・一定の利用水準に達成しない路

線の廃止 

③他市を含めた既存の公共交通との連携 

⇒既存の公共交通網との連携によって

トータルとして利便性を向上するこ

とが必要 

⇒隣接市との連携によってトータルと

して利便性を向上することが重要 

①さらに日常生活の身近な足となるル

ートに変更 

①路線バスと競合 

④効率的で利用しやすいダイヤ 



 

コミュニティバス（くるりんバス）の再編に関する運行コンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇路線バスとのルート・運賃の競合を回避 

◇鉄軌道駅、運行本数の多いバス停等への接続 

◇運行本数の少ない既存路線バス網の補完 

◇路線バスとコミュニティバスの役割の明確化（連携） 

 

◇利用しやすいラウンドダイヤなどの設定 

◇目的地（公共施設、病院、商業施設等）へ向けた効率的なルート

の設定 

◇利用促進に向けた乗継利便性の向上 

◇既存の路線バスや鉄道、モノレールでカバーできない移動を補完 

◇公共交通での移動手段が少ない地域をカバー 

◇多様な世代が移動可能な公共交通の確保 

◇高齢者の移動に配慮 

◇道路整備等に併せたルート再編 

◇移動需要を踏まえたダイヤ設定（平日・土休日） 

◇保有車両（５台）の有効活用 

◇利用促進ＰＲ 

◇持続可能な財政負担（現状を最大とする） 

◇実態調査（乗降調査）の継続的な実施 

◇データに基づく事業の定期的な点検 

 

運
行
ル
ー
ト
等
の
再
編
に
向
け
て 

方針１ 路線バスの補完 

方針３ 交通不便地域の利便性向上 

方針４ 持続性の確保 

方針２ 市民生活密着施設へのアクセス 

持
続
性
の
確
保
に
向
け
て 


